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日本産種酢中に 存在 tfろ醋酸菌の 分類

學的研究及 び酵素學的研究 （第 6 報）

安 井 之 雄

　　　　　　　（1）荒木氏醸造場種酢中に 存在せ る醋酸菌の

　　　　　　　　　分離檢索標徴並に 類縁

　　　 第 1 章　試料其處理 及 び酷酸菌の 分離

　 　 （1）

前方法 に準す 。

種 酢 種 類 1 種　　酢　　探　　取　　地 種 酢 探 取 年 月 細 菌 番 號

酒　　精　　酢　　　熊本縣玉 名 郡 高瀬 町　荒 木 醸造場 　　　　　　　昭 和 8 年 6 月　　　　　No ．

　 　 　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　 〃

　　　〃　　 1　　　　　 〃　　　　　　　　　　　 〃　　　　　 〃

　　　　第 2章　分離醋酸菌の 形態學的性質及 び 生理 學的性質

　　　　　第 1 節 　 形態 、大 さ 、蓮動性及び變形態の有無 、染色 、皮膜 に對す る諸反應

　　　　　　 雪　　驗　　方　　法

　 　 （2）

前 方法 に準す。

　　　　　　 實　　驗　　成　　績

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　1　　　 表

葡

％

刀

細菌番號 培 養 基 種 類 形 態 大 さ

25

26

27

ー
ー
f

麹 沒 出 液 寒天

　　”　　晒膠

麥 芽浸出液寒天

　 　
”
　　晒膠

麹 浸 出 液寒矢

　 　
”
　　 晒 膠

寥芽浸出液寒天

　 　
”
　　 駟膠

麹 渡 出 液 寒夫

　 　 ”　　 晒膠

麥 芽浸出液寒天

　　 ”　　晒膠

單
一、双状及 び連鏤状

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

單
一

、 双状及 び 連鎮状
　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

單．一、双状稀 に 蓮鎮｝伏

　 　 　 〃

單
一

、 双默及 び連鎖駄
　 　 　 〃
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第 2 表

繍 號 1 塔 養 基 種 類 變 形　　　　　　　 態

25

26

27

ー
ー

ー
ー

麹 浸 出 液 寒天

麥 芽浸出液　 ”

清　　　　　酒

麥 　　　　　酒

麹 浸 出 液 寒天

攀芽浸出液　
”

清　　　　　酒

麥　　　　　酒

麹 浸 出 液 寒天

多芽浸出液　
”

清　　　　　酒

麥　　　　　酒

多 し、　 伸長細胞 i 長絲状、膨大細胞無し 。

稍多 し b　　　　　　
”

多し 、　　　　　　
”

〃 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 〃 o

多し 、 伸長細胞 v 長 絲状 に し弋轡曲ぜ る Lの 或は螺旋状 の もの あ り。

〃　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　 〃

〃

〃

〃

〃

稍多 し 、 伸長細胞稀 に紡錘状 。

〃　　　　　　　　　　　　　　　 〃

〃

〃

〃

〃

第 3 表

舖 飜 陣 動 倒 醐 鷹 陣 徽 劇 ・ RAMec 染色 陣 形 成 1麟 磁
尸
067222

十

十

十

第 2 節 　 各種培養基に於 ける曾殖の歌態

實　　驗　　方 　　法

　 　 （：1）

前方法 に準す 。

實　　皸　　成　　績

第 1 項　 液 體 培 養

（D 　普 通 培 養 液

1．．麹 浸 出 液 培 養

糲 蕃號 1 殖 の 態

25 ｛
26 ｛
・・ （1

透明、緊密状皮膜を形成 し、均質、厚質に し て彊靱、灰白色、脂肪樣光澤な有 し．所謂 Xylinum

型皮膜な う も粘性なり濕器壁 に 滑 ひ 上昇 ぜ す 、 菌輪無 く振盪すれば皮膜全 體沈降 す 、 流渣無匙 も膠

質状糸状物皮膜直下 に 垂 下 俘遊す
、
30 日後 透明 。

透明 、緊密朕皮膜態形成 し 、 均質、厚eCltして張靱、乳 白 色、脂肪様光澤な 有す る Xyrinum 型皮

膜なり、濕器 壁 1：沿 ひ 上 昇tt す、菌輪無 く振 盪 す れ ば皮膜全 體洗降す 、 30 目後 透明。

溷濁、不 緊密肌皮膜を形成し、均質 、 菲薄に して固結也 す 、 粉状灰黄色 、 光澤鈍 く、 濕器壁 に沿

ひ殆ん ど上 昇d す、菌輪な 存 し振盪すれば粉状1二沈下 著 し く溷濁す 、 褐色沈渣少量 、 鉛 目後溷濁 。
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2．酒精添加麹浸出液培養

継 飜 1 殖 の

5
／
07

222 透明 、麹浸出液培養に於け うが 如 し。

殆ん ど透明、　　　　 ”

溷濁 、　　　　　　　 ”

哂
　　 （30日後僅に涵濁）

3．酵　母　水　培　養

纐 翻 1 殖 の 状 態

尸
D67222 透明 、 麹渡出液培養に於け う が如 し。

透明、　　　　　　　 ”

僅 に溷濁 、群島状皮膜な 形成 し、 菌輪部分的に存 す 、 沈渣微量、30日後僅に溷濁 。

　　　　　　　　　　　 4．清　酒　培　養

縮 番號 「
一

殖 の 朕 態

笳

26

勿

殆ん ど透明 ， 厚質皮膜な部分的 1：形成 し 、 後 全體に擴 uJ 〈緊密状 ピ な り．稍乾噪す 、
3り日後透明 。

透明 、麹浸出液培養 1：於 け る が如 し 。

re［：溷濁　　　　 〃　　　　 （30日後養液の 上 部僅 に透明他 の 部分は溷濁す）

　　　　　　　　　　　 5．麥　酒　培 　養

網 番劇

25

％

カ 9
　　　　　増　　　　　　　殖　　　　　　　の 　　　　　　 状　　　　　　　態

透期 、 厚質皮膜存 部分的に形成す 、後 緊密状 書な り、乾燥 し 、 皮膜表面所 々 に粒状 斑 點 を生 す 、

3つ日後透明 。

透明、麹浸出液培aSl：於 け る が如 し。

著し く溜濁 、 麹沒出液培養に於 け る が如 し。 （濕器壁 に滑 ひ僅 に上昇す）

　　　　　　　　　　　 6．　麥 　芽 浸 　出　液 培 養

細菌酬 殖 の 状 態

％

％

27

僅に溷濁、麥酒培養 に於け るが如 し

殆ん ど透明 、 麹浸串液培ac1：於 け るが 如 し

著 し く溷濁　　　　
”

　　　　　　　　　　　 7．ボ ツ プ添加麥芽浸出液培養

縮 酬 ．増 殖 の 状 態

蠅

％

27

僅に涵濁 、 麥酒培養lt於け るが如し 。

殆ん ど透明 、 麹浸出液培養t：於け るが如 し。

著 し く掴濁 、　　　　 ”

　　　　　　　　　　　 8．肉 1一卜 培 養

締 番號 1 墸　　　　　　　 殖 の 態

笳

％

勿

逶朋 、7日後 厚質皮膜 な形成 し、皮膜直下 L：膠質駿糸状物垂 下 し 、 透 明 、不 透明 の 部分 な 生 す』

逶明 、7日後 厚質皮膜 fP部分的に形成す 。

僅に溷濁 、 麹沒出液培養に於け うか如し 。 （増殖遲 し）

N 工工
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　　　　　　　　　　　9．肉汁 （食鹽 Pepton無 し）培養

（第晦 ）　 821

糲 番號 1 墳　　　　　　 殖 の 状 態

567222 透明 、 肉汁培養じ於け るが如 し。

墳殖不 良。

僅に溷濁 、
7日後葬薄な る 粉状皮膜な形成 し 、 養液 の 下牛部溷濁 if　vJ。

　　　　（2 ） 人 工 培 養 液

1．HENNEBERG 氏液 1培養　　　　　　　　　2．　 HENNEBERaJ］e液 1培養

繍 垉　　殖　　の　　朕　　態 囀 1 墸　　殖　　の　　状　　態

ー

ゐ

％

27

墸瘡な認 め？。

　 　 　 〃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、9

】4 日後 不 緊密状 、 粉朕皮膜 な形成 し 、壇値な

認 む 。

．

　 3。PA・8TEUR 氏液培養

25

％

37

増殖を認 めす。

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

　　 4．BEIJERINCK氏液培養

飄 培　　殖　　 の　　状　　態 隱 1 増　　殖　　の 　　状　　態

笳

ゐ

27

増殖な認 め？。

　 　 　 〃　　　　　　　　　　　　　　
唱

　 　 　 〃

　 5．HA ，YDvcK 氏液培養

矩

26

オ

壇殖な認 め？。

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　　6．FtiHRI｛ANN 氏液培養

貍驍1 増　　殖　　の　　朕　　態 O囀 ｝ 増　　殖　　の　　状　　態

　f25
　12627畿二

灘 膜・繍 形成矚

囂鷹 鸛 畿 器 鷦建鶸：
14日後部分的皮膜 な 形成 し ． 培殖な 認む 。 著 し　 27 　　 掴濁 、 群 島朕皮膜 な形成し 、 培殖か 認 む 。

く溷濁 、非薄粉状皮膜な形成 し、墸瓶な認む。

　　　　　　　　　　　　　 7．JANKE氏 液 培 養

継 番剃　　 n」 殖 の 状 態

25

％

27

増殖加認めす。

　 　 　 〃

7日後非源 、粉状皮膜存形成 し 、 増殖龜認 む。

　　　第 2 項 　匿1　骨豊 培 　養

　　　　（1 ）　扁　ZF 　培　養

　　　　　　　　　　　1．麹 浸 萬 液晒 膠 塙 養

綱 醐 　　　ig 殖 の 状 態

笳

託

力

圓形 、 漁潤光澤 、 水樣 tr1： しく、灰白 色、中 心 部 淡褐色な帶 ぴ核な な し稍隆起 す 。

圓形、光澤鈍 く、 淡褐色 、 次第 i：乾燥 す Q

圓形、温潤光澤 、 灰 白色、稱隆起 す。

N 工工
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　　　　　　　（2） 劃　線 培　養

　　 1．麹浸出液寒天培養　　　　　　　　　　　　　　　2，麹浸出液晒膠培養

繍
一

一 繭 厂 唳 態 1繍 壇　　殖　　の　　状　　態

25　i
　 k

26 ∫
　 1

27　1
　 し

濕潤光澤 、 水滴樣 1： して 、 灰 白色 、 稍隆起

す る もZF 滑な り、 次第に 白色化す 。

光澤鈍 く、 淡禍色 、 穃顆粒面な 呈 し次第に

乾燥 す 。

灘潤光澤 ． 灰黄色 、扁卆 、次第 t：光澤な 失 ひ

褐色 よtrJ紅褐 色 な帶 ぴ 、 周緑 に 烙 皺な 生 す 。

3．麥芽浸出液寒天培養

巧

％

27

麹浸出液寒天培養 に於け るが如し。

　 　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 　 〃

4．麥芽浸出液晒膠培養

繍 増　　殖　　の 　　1伏　　態 隱
’

墳　　殖 　　の　　状　　態

・5｛
・勇

濕潤光澤 、 水滴様 に して 、 灰白 色 、 中 心部

淡褐 色 なり稍 々 粘性を 帶 ぶ 。

光澤鈍く、淡褐色、ZF 滑 ならす、次第 に乾燥す。

麹浸出液寒矢培養に於 け る が如 し。

5．酵母水寒 天培養

ド
リ

67

222 麹浸出液寒天培養に於け るが 如 し 。

　　　
”
　　　　 （」曾殖稍遲 し ）

　 　 　 〃

6．葡萄糖添加酵母水寒天培養

鑁 一L 膾　　殖　　の 　　状　　態 鱇 i 増　　殖　　の　　状　　態

25 ∫
　 し

2627

麭浸出液寒天培養1；於 け るカ
s
）nし o （増殖総

遲 し）

　 　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 　 〃

7．葡萄糖添加 清酒寒天培養

矩

％

27

濕潤光澤 、淡黄灰白色菌苔な り。

光澤鈍 く、 穎粒面 に して次第 に乾燥 す 。

麹浸出液寒天培養 に 於 け るが 如 し 。

　　　8．麥 酒 寒 天 培 養

繍 塘　　殖　　の 　　状　　態 騾 】 墳　　殖　　の　　状　　態

FO67

222 葡萄糖添加 酵母水 寒 天 培養に於 け る が如 し。　 25

培殖 不 良。　　　　　　　　　　　　　　　 26

麹浸出液寒天培養に於 け るが如 し。　　　　 27

　　　　　　　　　　　　 9．肉 汁 寒 天

酵母水寒 天 培養 に於 け るが如 し。

4日後聚落存生す o

麹沒出液寒天培養t：taけ るが 如 し。

縮 番號 1 塘 殖 の 態

　25　　 堆殖不良。

　26 　　　　　　　”

　27 　　　 濕潤光澤 、 淡黄色の 菌苔t　 v）。　　　　　
」

　　　　　　　　 （3） 穿 刺 培 養

各菌 種 と も刺溝中増 殖す る もの無 く、刺溝上 面に の み聚落を生す 。

　　　　　 第 3 節 　増 殖に對 する温度の影響

　　　　　　 貸　　驗　　方　　法

N 工工
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　 　 くl）

前方法 に準 す

　 　　 　　 ・實　 驗 　 成 　 續

　　　　　　 第 1 項　増殖に對する最適温度及 び最高 、 最侭温度

緬

飜

葯

飾

27

7〜 10° C

　　　殖 　 　
の
　 　興　 　態

lS・v … cl … 一・6e・ 1 ・。
・ C　 3・

・C 「40．v41
・
・

（十）　　 什

（十 ）　 　 　 骨

（十 ）　 　　 十

　 　 第 2 項

　 卅 　　　　幵

　 卅 　 　 　 　幵

　 幵 　　　　旺十

死 滅 温 度

）

）

十

十

十

（

（

（十 ）

最邁温度

26°C附近

26 °C 附近

26 〜 300CI

最高温度

35 〜 41 ° C

　 〃

41 °C 以上

最低温度

7『C 以 下

　 〃

　 〃

細菌番號
壇 　堕　の 　 状 　態

50° C5 分間

　 　 　 　 25 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿

　 　 　 　 26　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　＿

　　 　　27　　　　　　　　　　　　　 （十 ）

　　　　 第 4 節　 酒精に對す る抵抗 力

　　 　　 　 貿　 験 　 方　 法
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第 2 表

細 菌 番 號 1最高瀦 濃度  謝 司 最 高 醋 酸 生 齷 1 最 適 瀦 濃 度

252627 6．O
：
｝7．0％

ZON8 。0 ”

6．D〜 7．O ”

第 5 節 　醋酸生産に對す る温度の影響

2．9％

3．7 ”

3．8 ”

4．o％

5．O　tt4

．0 ”

費　 驗 　 方 　 浤

　 　 （6 ）

前方 法 に準す

費　 驗　 成 　 續

第 1 表

細菌
　　　　　 lo 目 後 1： 於 け る 酸　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 度
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40

百
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10．48
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20 °C以下

　 〃

400C 附近 1　　
”

第 6 節　 醋酸に對 す る抵抗 力

賢　　驗 　　方　 法
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前方法 に 準す
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第 1 表
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實　　驗
　 1　 　 2

原
酸

度

培

養
液

26

二實＿ 驗
　 1　　 　 2

昔 陪 3・．8
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恕菌番號 最 高 醋 酸 禳 度 （増 殖 及 び 生 酸 1二 黝 す る）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

25 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，0〜1．5％

26 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．5〜2ρ”

27 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．O〜 L5 ”

　　　　 第 7 節　　葡萄糖に對 する抵抗 力

　 　 （・s）
前方法 に準す

　 　　 　 　 實 　 驗 　 成 　 緒

　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 第 　 　 　 1 表
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一＝増殖 tfす 。
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前方法に準す
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第 1 表
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Ethyl −alkoho1 　　　　　　　　　　　　 十

n−PrOPy1 −alkohol 　　　　　　　　　　　　　　　
一
ト

Amy 盟一alkoho1 　　　　　　　　　　　　
−

Glyzerin　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十）

　十 ＝ 生酸多量 。 （十 ）＝ 生酸少量 。
一 ； 生酸 d す
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十

十

一

十

　

　

　
．
（

十

十

細　菌　番 號 25 i
一

嘉 27

Mannlt よ り還元糖 の 生成 十 十

　　　　　　第 11 節 　標 徴 並 に 類 縁

　 　　 　　　 　　 　　 細 菌 No ．25

，細胞は主 として長短桿 歌及 び圓形に して其大 さ 0．8〜 L2μ xO ．8〜3ρμ，變 1杉態多 く其形伸 長細胞及

び長 絲状 に して 膨大細胞無 し 、 蓮 動性無 く 、 澱粉反應 GltAM氏染色 、 胞子 形成 、晒膠液化 性等員な

る も繊維反應を呈す 。

　液體培養 に於け る皮膜 は厚質 、強靱に して所謂 xylinu 〃 z 型皮膜な る も粘 性 な り。 清酒に 於 て は厚

質皮膜を形成す る も稍乾燥 し、麥酒 、麥芽浸出液及び ネ ツ プ 添加 麥芽浸出液等に於て は皮膜表面 に

粒状斑黙を生す 、 人工培養液に於 て は HAYDUCK 氏液及 び FOHRMANN 氏液 に 0）み増殖を認む 、固

體培養に於 ける聚落は 、濕潤 光澤、水滴檬に して 、灰 白色 、 中心部淡褐色に して稍粘性を帶ぶ 、 肉

汁寒天 中檜殖不良 、 増殖 に對 す る最適 潟 度26° C 附近 、最高温度 35〜 41°q 最低温 度 7° C 以 ド、死

滅温度 50° C5分間 、 生酸に對 す る最適温 度 28〜30° C ， 最高温 度 35〜 40° C
， 最低温度 20cC 以 下

最高酒精濃度 6．0〜 7．0％、最 適酒精濃度 4．0％ 、 最高醋酸生産量 2．9％ 、 最 高醋酸濃度 1・0〜 15 ％ ・

最高葡萄 糖濃度45．0％以上 、最邁 葡萄糖濃度35．0％ 、 最高 グ ル コ ン 酸生産量 12．7％ 、 最高食鹽濃度

1．5〜 2．0％ ． 醋酸を酸化す 、糖及 び ア ノレ コ ール 類よ りの 生酸性は Arabinose，　Dextrose，　Galaktose，

Maltose
，
　Ethyl−， 及 び n −Propyl−alkohol 等 よ り多量に 、　L5vulose，　Rohrzucker ，　Milchzucker，

RaMnose ，　Rhamnose ，
　Mannit 及 び Gtyzerin等 よ り僅に生酸 し、　 Mannit よ り還元 糖を生成 す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （L7）

　 以上 の 諸性質よ り見 る に本菌は其特徴に於 て B ．scylinoides 　H　B ．に最 も良 く類似す 。 即 ち xyli −

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CL3）
nam 型皮膜 を形成す る B ，　aylinum 　HB ．と比較す る に 固骰培養に 於 け る聚落は後者が 光澤鈍 く、

稍顆粒面を呈 し 、 乾燥性 な る に反 し本 菌は濕潤性光澤 、水滴様に して粘性を帶 ぶ る黙 に 於 て 然 り、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CL4，）
亦凱知變種中 B ．xylinoides 　H　B．　var ．　TANEzu （高橋）と も其生理 に於て 相異 り・ B ・xylinoidgs

H 。．war ．　 M 、YA ，，
　L 駅 皿 とも各 嫻 異を認む ． 蜘 ・著龍 本菌 7e　 B ．・・，li・・ides　H ・L ・）難

と見微 す 。

　 糖及び ア ル コ ール 類よ りの生酸性 を銑知菌 と比較すれ ば次表の夘 し。

β

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（安井） 躰 舗 酢中に在存莇 醋酸菌の 分類學的研究及び酵素學的研究 （第晦 ） 829

第 工 表

＼ ＝ 垂堕 1」 ・ ・卿 切 伽 酬 ＊田菌

』

繭 5L 鐙 醤驪 劉
〃

…

：．
・ − 1

Arabinose

L苴vulose

Dextrose

Galaktose

Rohrzucl 【er

MaItoseMilchzucker

RaMnose

DextrinSt

苴rkeInulinRhamnose

Mann ｛tMethyl

−alkohol

E ヒhy1・alkoho 巨

n −Propyl −alkohol

Amyl −alkol

Glyzerin

Mannit よ り還元糖
の 生成

繊　 維　 反　 應

囲系

　

ラ
　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

う

ラ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　

（

　

　

　

　

　

　

（

（

（

（十 ）

十

十

十

十

菌 No ．26

　

）

　

　

　
　

）

　

　．
）

）

）

十

十

十

十

十

十

十

十

±

　

（
　

　

　

　

C、
　

（

（

（

　

ラゴ
　

　

一

冖

十

十

　

（
．
（

十

十

うコ

一

十（

十

十

ポ
卅

什

騨
幵

錨

＋

爵

卅

十

→・

十

（十）

（十）

（十）

（十）

十

十

　

　

一

十（

十

　細胞は 主 として長短 桿歌及 び楕 圓状に しτ其大 さ 0．6 〜 1．2f　 x 　1．2．v6 ．0／i，變形態多 く共形 、 イ巾長

細胞及 び長 絲妝に して 轡曲 せ る もの或 は螺旋默の もの あ り、 運 動
II

生無 く、澱粉反應 、　GRAM 氏染色

胞子 形成 、 晒膠液化性等 員な る も繊 維反 應 を呈 す 。 液軆培養 に於 ける皮膜は厚質、強靱 に して 所謂

xylin ” m 型皮膜 な り、肉汁（食鹽 Pepton無 し）を除 き他の 總て の 培養液 中増 殖 を認む 、人工 培養液に

於 て は H ・tYr ）u （
HK

氏液及 び FUHIt：t，tN．　pt
一
氏 液にの み獪殖 を認む 、 固龍培養 に於 け る聚落は 光澤鈍 く

淡褐色 に して 、 稍顆粒面 を呈 し、次 第に乾燥す 、 肉汁寒 天 中檜殖 不良 、 檜殖 に樹す る最適温度26℃

附近 、最高温 度 35〜41° C ， 最低温度 7℃ 以 下 、死滅温 度 50° C5 分聞 、 生酸 に對す る最適温度28〜

30°C ， 最高温度 35〜 40°C
， 最低 温 度 20° C 以 下 、 最高酒精濃度7．0〜 8．0％、最適 酒精度5．0％ 、最高

醋酸生産量 3・7％ ・

・
最高醋酸濃度 1．5〜 2．0％、最高葡萄 糖濃度 45．0％以上 、最遖 葡萄糖濃度 、 35．0％

最高 グ ル コ ン 酸生産量 1L8％、最 高食鹽濃度 LO〜1．5％ 、 醋酸を酸化 す 、 糖及び ア ル コ ール 類よ りの

生 酸性は Arablnose
，
　Dextrose

，
　Galak亡ose

，
　Ethyl −t 及 び n −Propyl−alkohol 等 よ り多量に 、

　 LEv −

ulose
，　Rohrzucker，　RaMnose ，

　Rhamnese
，
　Mannit 及 び Glyzerin等よ り僅 に生酸 し 、

　 Mannit
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よ り還元 糖を生成す。 以 上の 諸性質 よ り見 る に本菌は共特徴に於 て B ．　xy 〃num 　BROWN に最 も良 く

類似す 、既知變種中 B ，xylinnm 　 HB ．　war ．　 M 互YA 」1 は蓮動性を有す る黙相違 し 、
　 B ，　 xylinum 　 B−

ROWN 　var ．　TANAKA （湿號）と類似 す る黙多 し 。 故 に本菌を B ．　aylinum 　 BROWN の 變種 と見 做 す

　　　　　　　　　　 恚田　　　 菌　　　　No ．27

　細胞は 主 として短桿状に して 其大 さ、0．6〜 O．8t2xO．6〜 2、5／t 變形態稍多 く、其形、伸長細胞稀に紡

錘 歌な b 、 蓮動性を有 し不活撥 な り、 澱籾反應 、 纎維反應 、GRAM氏染色 、胞干 形成及 び晒膠液化性

等 員な り、液體培養 に於 け る皮膜は 、 不緊審状に して 固結せす 、非薄、粉状 、 光澤鈍 く 、 濕器壁に

沿 ひ殆ん ど上昇せ す 、 養液 を溷濁 せ しむ。
ホ ツ プ添加麥芽 i

−
1
’
及 び 肉汁に は増殖不良 、 人 工 培養液に

於 ては HENNEBERG 氏液 1 ，
HAYDIJcrK氏液、　F曲 RMANN 氏液及 び JANKE氏液等に膾 殖を認 む、

固體培養に 於 ける聚 落は 、濕潤光澤、灰黄 色、扁不、次 第に 光澤を失ひ、褐色 よ り紅褐色 を帶 び周

縁 に 褶皺を生 す 、 肉 ll寒 天 に増殖す 、 檜殖 に 對 す る最遖温度 26〜 30° C ，最高温度 41°C 以上 、最低

温度 7° C 以 ド、死減温 度 50°C5 分間以上 、生酸 に對す る最適温度 28〜 30°C
， 最高温 度40eC附近

最低 温 度 20°C以 下最高酒精濃度 、 6．O・v7 ．O％、最適酒精濃度4．0％、最高醋酸生 産量 3．8％ 、 最高醋

酸濃度1．0〜 1．5％、最高葡萄 糖濃度35．0〜40．0％ 、 最 適葡萄糖濃度 、20．e％ h 最高 グ ル コ ン 酸生 産量

12．2％ 、 最高食鹽濃度 1．0〜1．5％ 、醋酸を酸化す 、糖及 び ア ル コ ール 類 よ りの 生酸性は Arabinose，

Dextrose
，
　Galaktose，　Rohrzucker，

　 Maltose
，
　Ethyl−

， 及 び n−Propyl−alkohol 等 よ り：多量 に 、　 L．

9vulose
，
　RaMnose

，
　Dextrin及び Rhamnose 等 よ り僅に生酸 し、　 Manni 亡 よ り多量の還 元糖を生

成す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （17｝

　以上 の諸性質 よ り見 るに本菌は其特徴 に於て B ．aceti 　BROWN に最 も良 く類似 す o 既知變種 中蓮

動性を有 し 、 Mannit よ り還元糖を多 量に生成す る等0）特 徼 に 於 て B ．　aceti 　BitO；vN 　var ．　 Mf −

YAJI 　I ，
B ．　 aceti 　BRowN 　f，　 sp．　PRuNI−．TRIFLORAE （朝井）1こ良 く

一敏 し殊に後者 と共他 の諸性質に

於 て類似す る所多 し 、 故 に 本菌を B．aceti 　BROWN の變種 と見做す 。

　　　　　　 第 12 節　 總　　　　　括

　荒木氏食酢醸造場種酢（酒精酢）よ り分 離 した る 3種の醋酸菌

　　 細菌 No ．．a5・．・B．　 xylineides 　 HB ，　 var ．　 L

　　細菌 No ．26− ：B ．　 xylinum 　BROWN 　var ．1 ．

　　細菌 No ．27−・B．　aceti 　BRowN 　var ．　 fi，を HoYER 氏 分類法並に HENNEBERG 氏分類法 に よ

　　 り分類すれば次 の如 し

　　　　　 1．HOYER 氏 分類法

　　　　　　　 1．Bieressigbakterien
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（安井）　日本産種酢中に存在ぜ る醋酸菌の 分類畢的研究及び酵素學的研究　（第 6報）　 831

　　　　　 A．B ，　 rancens 　BEuERINck

　　　　　　　　　B ，aceti 　BROWN 　var ，皿 （細菌 No ．27）

　　 豆．B ．　 xylinum 　BROWN

　　　　　　　 B ．xvlinum 　BROWN 　Var ．1 （系田菌 No．26）

　　　　　　　 B ．xylinoides 　HB ．　 var ．1　（細菌 No ，25）

2．HEN．　1　EBERG 氏分類法

　　 互．Bieressigbakterien

　　　　　　　 B ．aceti 　BROWN 　var ．1 （細菌N ・．27）

　　 1 ．Weinessigbakterien

　　　　　　　 B ．xvlinum 　 BROWN 　var ．亅【 （細菌No ，26 ）

　　　　　　　 B ．xylinoides 　 HB ．　 var ．1 （細菌No ．25 ）

も

　終 唄 こ臨 み 終始御懇篤な る御指導な 賜肘 こ る恩師中村博士 並に種 酢試料か御惠途下 され し 全國食酢醸逍家 1：深

謝す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大 阪帝國 大學工 學部醸造學教室中村研究室）

　　　　　　　 塾　　考　　夊　　献

　 1rvll）　安井 　； 釀造學雑誌、12、892 （ロ召9）
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，
　W ．：　Handbuch 　d．　 Glirungsbakt．，2，2コ1

，
219 （1926）

　　 14）　高橋 ： J．College　Agrtcul，，　Tokyo 【mp ．　 Unlver、，1，129 （190g ）

　　 15） 宮路 ： 日 本醸造協會雑誌、7號、13；9號 22； 11號20 （大 正 t1）

　　 16）　BRowN ，　A ．J ．： J．　 chem ，　 Soc．　 London ，49，
432 （1886）

　　 17） BROWN ，
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”
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